
Next Education
HOKKAIDO北海道

教育総合展
２０２６年
８月１８日（火）- ２０日（木）
会　　場：アクセスサッポロ

開催時間：10：00～17：00

主催：北海道教育総合展実行委員会

【 1 小間分のパッケージプランに含まれるもの】
●社名板　1 枚
●システム壁面およびパラペット
　※角小間の場合は通路面に壁面パネルを設置しません。
●床面カーペット
●受付カウンター　1 台、展示用テーブル 1 台
●パイプイス　2 脚
●照明器具、コンセント（500ｗまで）
●電気容量 1kw（照明器具、コンセント含む）
●上記電気設備に関わる 1 次幹線工事費および電気使用料金　
　※電気器具を追加すると別途幹線工事費が発生します。

4 小間（24 ㎡）以上ご希望の場合の特別価格プランです。
スペースの詳細・注意事項についてはスペースプランと同様となります。

【 スペースプランについて】
出展者様独自の装飾を行っていただけます。
※社名板やカーペット等の備品類並びに電気工事料金等の費用は含まれていません。
　隣接ブースとの境界線に当たる部分の壁の裏面は設置者にて仕上げ装飾を行ってください。

交通アクセス開催概要

出展プラン

北海道教育総合展実行委員会　(アクセスサッポロ内 )
北海道札幌市白石区流通センター 4-3-55
TEL 011-865-5811  FAX 011-864-1290

https : // hokkaidonextedu.jp
Mail to : kyoiku@axes.or.jp

お問い
合わせ QR

※18日のみ12時OPEN

出展社募集のご案内

教育関係者、教育現場に直接提案！

北海道ではじめての本格展示会！！

展示会名：北海道教育総合展
日　　時： 2026 年 8 月 19 日（水），20 日（木），21 日（金）
時　　間： 10：00 ～ 17：00　※初日 12 時会場、最終日 16 時終了
会　　場：アクセスサッポロ ( 札幌流通総合会館）
　　　　　北海道札幌市白石区流通センター 4-3-55
主　　催：北海道教育総合展実行委員会 ( アクセスサッポロ内 )
　　　　　TEL 011-865-5811 FAX 011-864-1290
後　　援：北海道、札幌市
　　　　　北海道教育委員会、札幌市教育委員会ほか（予定）
来場対象： ①学校・教育関連の IT 関連製品・サービス
　　　　   ②教材、教育コンテンツ
　　　　   ③学校向け設備・備品・サービス
　　　　   ④食育・給食・SDG’ｓ関連製品・サービスなど
出展対象：教育機関の経営・管理職、教職員と、行政・自治体
 　　　　  および民間の教育に関わる専門家
　　　　　学校・中学校・高等学校に加え、幼稚園、大学、
　　　　　専門学校、予備校・塾などが対象
来場予定：6,000 ～ 8,000 名の来場を予定

スぺースプラン 1 小間（間口 3m× 奥行 2m） 　　¥280,000（税別）

ブロックスペースプラン 4 小間（24 ㎡）以上　1 ㎡ /¥42,000（税別）

パッケージプラン 1 小間（間口 3m× 奥行 2m） 　　¥350,000（税別）
※正式なご案内および申込は 2025 年 10 月上旬を予定しております。



来場者のほとんどが教育関係者！
夏休み時期は導入検討する絶好のタイミング

授業の無い夏休み時期は、現場の先生方や教育委員会担当者など
教育に関わる方々が来場し易く、次年度の予算の決定時期も近いので、
本展会期が PR に適しています。

北海道教育総合展実行委員会は、2026 年 8 月 18 日（火）～ 20 日（木）の 3 日間、北海道最大級の展示会場
「アクセスサッポロ」( 札幌市白石区 ) において、教育関係者が集う展示会 「北海道教育総合展」 を開催します。

関係各機関の皆様のご協力・ご助言のもと、北海道で初めて開催される教育関連の本格的展示会となる本展では、
教育の専門家が一堂に会し、学校の経営・運営や教育現場の諸問題についてディスカッションします。
また ICT 教育やエシカル教育、食育など、次世代を担う学びの実践と出会い、教育の未来を考えるきっかけや、
新たな一歩を踏み出す場として皆さまに活用いただきたいと考えています。

そのソリューションとなる製品・サービスの展示によって教育現場と教育関連産業のビジネスマッチングを
促進し、企業の皆様が製品・サービスの PR、商談の機会としてご活用くださることを願っています。

そして教育業界の皆さまと共に、北海道の学びをさらにアップデートし、未来の子どもたちの可能性を共に
広げていきたいと考えています。

出展エリア構成および出展対象　※下記の製品・サービスを提供する企業・団体など。

学校・教育での IT 関連製品・サービス
（ICT・教育 DX・GIGA スクール）

食育・給食・SDGs 関連・サービス学校向け設備・備品・サービス

教材・教育コンテンツ

● 教育 ICT・教育クラウド
● PC/ タブレット端末
● 校務・事務支援
● 授業支援、学習管理
● 見守りシステム
● 学生・出欠管理 
● AI 業務改革
● RPA ツール
● CBT 関連

● 施設設備および工事
● 学校備品
● 教室備品
● 防犯・防災機器
● セキュリティサービス
● 家具、什器
● 文具、消耗品

● 施設リニューアル
● 音響機器
● 空調機器
● 衛生管理
● 旅行、校外イベント
● 校内イベント
　　　　　　　　など

● オンライン授業システム
● 校内 LAN/ ネットワーク
● ネットセキュリティ関連
● PC/ タブレット端末
● 電子黒板 / プロジェクター
● スピーカー / カメラ
● プリンター / 複合機
● チャットボット
　　　　　　　　　　　など

● 教材、デジタル教材
● 教育アプリ
● 語学教材
● 試験対策・サービス
● 遊具、スポーツ用品
● 金融教育
● 知育教材 / 玩具
● ゲーミフィケーション

● 探究学習
● プログラミング
● AR/VR 教材
● ロボット教材
● 理科科学教材
● メタバース
● ものづくり教材
　　　　　　
　　　　　　など

来場対象：北海道の学校・教育関係者

● 食品・食材
● 衛生関連消耗品
● 給食・配食サービス
● 洗浄・殺菌設備
● 調理機器・設備

● 輸送・デリバリー
● 冷蔵・冷凍設備
● 栄養管理システム
● 食器・容器・包装
● 防災・環境対策　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　など

行政、教育委員会との連携による教育関係者へのアプローチ

メディアを活用した情報発信

デジタルマーケティングを活用した大規模な来場者誘致

メディアの活用、行政との連携など、総合展示会にふさわしい本格的な来場者誘致

Point①

Promotion

Message

Current State

Point②

Point③

招待状、DM などのほか、リスティング、リマーケティング、SNS 広告などを活用し、
来場対象者へアプローチ。また、最新情報や出展社情報を定期的に配信予定！

教育関係者をカバーする専門メディアへの記事・広告掲載で
「北海道教育総合展」を PR ！北海道の教育をテーマとする
セミナーやパネルディスカッションも企画予定。

北海道教育委員会、札幌教育委員会をはじめ関連行政機関との連携により展示会プログラム
づくりをおこなうほか、域内の教育関係者にイベント情報を拡散します。

【実施予定媒体】

①公立学校では各学校の独自制を打ち出すために、予算を調整し、様々な新しい教育
　ソリューションを導入しようと努力をしている。

②主体的・対話的で深い学びを実現する「授業改善・学びの質向上へ」に取り組んでいる。
　学校間の連携や生活・学習習慣の整備を促進して学力向上を目指している。
　近年の学力上昇について、校塾連携を進めている自治体もある。

③ 児童がタブレットで作成した図表を大型モニターで共有し、考えを可視化・共有する
　ICT 活用授業が進んでいますが、ICT の活用と教員の指導力強化が課題になっている。
　令和 7 年度に ICT 教育用のインフラ、デバイスの更新を完了する予定でであり、
　今後は ICT 教育を活用するための仕組みやコンテンツに対しての需要が高まっている。

幼稚園・・・・・・・・・・ 322校
幼保連携型認定こども園・・ 330校

小学校・・・・・・・・・・ 934校
中学校・・・・・・・・・・ 557校
義務教育学校・・・・・・・ 29校

271校高等学校・・・・・・・・・
中等教育学校・・・・・・・・ 2校
特別支援学校・・・・・・・ 73校
大学・短期大学・・・・・・ 57校

教育委員会・・・・・・ 179自治体

北海道の教育費の推移 ( 令和 3 年度～令和 7 年度）

【単位：億円】

初めて 4,000 億円を超える規模に！

教育への重点配分が続いています。


